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94年 夏学期 よ り言語学科の 自由選択科 目として開講 され ているクラーゲンフル ト

大学の 日本語 コースは､ 98/ 99年冬学期まで鈴木が担 当 して きたが1)､講師の帰 国

に伴い､今年の夏学期 より岩 田正之に代わることになった｡ ただ し､ 3月いっぱい は 引

継 ぎも兼ねて二人体制で臨み､イースター休暇以降に完全に交代 した0 99年夏学期 は

上記の よ うな事情 もあったため､再び ｢初心者 コース｣ を開設 ｡ 参加者数 について は ､

最初の 1ケ月弱は 20人程度の出席があったが､イースター休暇 を挟んで (例年の よ う

に)急減 し､最終的には毎週来 るのが 3人2)､あ とは 2､ 3週の間隔で顔 を出すのが数

人いる｡前年度 の報告で も述べた ｢非常勤が持つ授業の場合､参加者 が 10人に満 た な

いコースは成立 しない｣ とい う大学の規定はそのままだが､ とりあえず ｢書類上での ｣

参加者 を集 めることで､来学期以降 も開講に こぎつ けることが出来 る と思 うO学習者 の

｢興味 ｡関心｣の多様化傾向は今回 も顕著で､映画やアニメか ら食文化 ｡伝統文化等 の

いわゆる ｢日本事情｣を挙げる学生が多い｡ただ し､週 1回 2時間の授業の中で､語 学

の授業 と平行 して これ らをカバー してい くのには､ど うして も困難がつ きま とう｡また ､

実際の ｢練習｣以外は､基本的に ドイツ語ベースでの授業 とな るが､新講師が着任 して

間 も無い こともあって､ ｢学生の喋 る方言が理解 できない時がある｣といった問題 が生

じてい る｡

1) 但 し､ 95/ 96年冬学期 は休講｡

2) 内訳 は､経 営学､英文英語学､社会人各 1名｡

使 用 教材

今 までは 自作テキス トを使用 し､1週間 1単元の割合で コピー を配布 ､それ に沿 って

授業 を行 っていたが､上記のよ うに 4月か ら講師が代わったため､新講師の負担軽減 を

考えて 『Japanischim SauseschrittI』 (Dr.HammesDoitsuGakuinLtd.第 1版｡東 京 ,

1995年｡ 『JAPANESEFORBUSY PEOPLE』の独語版) にテキス トを変更 した｡但 し､

文法説 明等 において これだけでは不充分なので､ 『日本語集 中講座 JAPANISCH

‡NTENSIV 1,H』(DetlefFojanty/HiroomiFukuzawa:HelmutBuskeVerlag,Hamburg)等

も補助的 に使用 してい る｡

カ リキ ュ ラム ･授 業法

週 1コマ 2時間 とい うのは変わっていない ｡ 夏学期 は上記テキス トの第 5課 まで と､

基本的な数詞 ｡形容詞 を終えたOまた､重要な文型や骨格 となる文章については随時復

習 し､その際に実物で提示できるものは見せ なが ら練習 を行 った｡表記に関 して は､ま

ずカタカナ を扱い､週に 1行 (ア行､力行 ､サ行等)ずつ､ 日本語 の単語 と関連 させ な

が ら学習 していった｡

-105-


